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インコヒーレントホログラフィ（ Incoherent 

Holography: IH）は，レーザーのようなコヒーレ

ント光源を必要とせず，空間的コヒーレンスが低

い光源を用いてホログラムを記録できるため，ホ

ログラフィの応用範囲を飛躍的に拡大する可能

性を秘めている．IH は立体的な撮像機能[1]をも

ち，また自己干渉の方式を変更することでパンフ

ォーカスの撮像[2]も可能なことが知られている． 

我々はこれまで，多様な撮像機能を実現するた

め，それぞれ独立に発展してきた立体撮像機能

[1]とパンフォーカス撮像機能[2]に原理上の共通

点を見出し，一般化が可能であることを理論的に

明らかにした[3]．本研究では，ホログラムの記

録・再生実験により，一般化した IH の撮像特性

を検証することを目的とした． 

一般化した IH の光学系を Fig. 1 に示す．本光

学系はマッハツェンダー干渉計に基づいて自己

干渉を実現しており，ダブプリズムによりパンフ

ォーカス撮像に必要な光波の回転をおこない，空

間光変調器(Spatial Light Modulator: SLM)により

立体撮像に必要な球面位相の付与をおこなう．こ

の球面位相の曲率半径を無限大とした場合にパ

ンフォーカス撮像モードとなり，曲率半径が有限

の場合に立体撮像モードとなる[3]． 

Fig. 1 の光学系により，光軸方向の異なる面に

配置した 2 枚の金属板を発光ダイオード(Light 

Emitting Diode: LED)で照明し，そのホログラムを

記録・再生した．また，直流光と共役像を除去す

るために，12 ステップの時分割の位相シフト法

を適用した．立体撮像時，ホログラムにフレネル

伝搬を適用して得られた再生像を Fig. 2(a), (b)に

示す．それぞれの金属板に合焦した像が得られて

いることがわかる．また，パンフォーカス撮像時，

ホログラムにフーリエ変換を適用して得られた

再生像を Fig. 2(c)に示す．2 枚の金属板は光軸方

向の異なる面に配置されているが，両方の金属板

に合焦した像が得られている．  

以上の実験結果から，一般化した IH の原理に

基づく光学系を用いることにより，立体撮像とパ

ンフォーカス撮像の両機能を実現可能であるこ

とを確認した．講演では，さらに，被写界深度の

制御可能性を明らかにするために，立体撮像モー

ドとパンフォーカス撮像モードの中間領域の撮

像特性を検証した結果を示す． 
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Fig. 1 Optical setup for generalized incoherent 

holography. 

Fig. 2 Reconstructed images by 3D imaging with focus 

at (a) scissors and (b) paper. (c) A reconstructed 

image by infinite depth-of-field imaging 
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